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　 目的 血 管平滑 筋に お い て，タ ク シ ャ 含有 セ ス キ テ ル ペ ノ イ ド alismol が Ca2
＋

拮抗

作用 を 持 つ こ とが認 め られ た 。 そ こ で ，心臓 に 対す る作用 を working 　heart 灌流法 を用

い て 検討 した。

　方法 予 め ヘ パ リ ン 処理 し た Wistar 系雄性 ラ ッ ト （体重約 350 　g ）を撲殺後直ち に 心

臓 を摘出し working 　heart灌流 を行 っ た。

　　　working 　heart 灌流開始よ り約 40 分間安定させ た 後，大動脈流量 （A ．　F．），冠血

管流量 （C．F．）， 左心室内圧 （L．　V ．P．），お よ び 心 拍数 （H ．　R．）を経時的 に 測定 し た 。

さ らに 心拍出量 （C ．0 ．）と心仕事量 （L．V ．W ，）を計算に よ り求め た。

　　　標本安定後 の 値 を正 常時の心機能と し，薬物 の 作用 は予め
一

定濃度 の 薬物 を含む よ

う調製 した 灌流液で 10 分 間つ つ 灌流 し た と きの 心機能 の 変化 に よ り評価 した 。 対照薬に

は nifedipine を用 い た。

　結果 C．0 ．に 対 し，alismo1 （iOT4M ）は ， 約 42 ％ の 抑制を示 し た 。

　　　　H ．R．に対 し ，
　 alismol （10

『4
　M ）は ， 約 28 ％ の 抑制 を示 した 。

　　　　L．V ．　P．に対 し ，
　 alismol は，濃度依存的に抑制す る傾向が見 られ た が 10

− 4
　M

処置に お い て も有意で は な か っ た。

　　　　C．F．に 対 し，　a］ismol （IO　
’4

　M ）は ， 約 44 ％ の 増加を示 した。

　　　　L．V ．　W ．に対 し，　 alisrnol （10
『4

　M ）は，約 49 ％の 抑制 を示 し た 。

　考察 working 　heart 灌流法は ， 従来 の 大動脈か らの 逆行性 の 灌流で あ る Langen ・

dorff灌流法 とは異 な り，灌流液が よ り生理的に循環す る。 ま た，灌流心臓 が灌流液 を大

動脈 へ と拍出す る こ とに よ り心臓が外界 へ 仕事 をな し ， 計算に よ りそ の 仕事量 の 近似値 を

求 め る こ とが で きる点で優れ て い る。

　　　本実験 にお い て，alismol （10
冖4

　M ）処理 に よ り，　 C．　O．，H ．　R．お よ び L．　V ，P．

の 減少に もか か わ ら ず，逆 に C ．F．の 増加作用が み られ ，
　 alismol は 冠血管拡張作 用 を持

つ こ とが推察され た 。
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